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技術情報：システム開発環境の構造と残された課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06.10.14

　ここでは，現在のシステム開発環境MTA-SDK(リリース061012)の構造を示しながら，新たな開発環境をつくるためのヒント（あるいは課題）を書いておきます．

１．システム開発環境MTA-SDKの概要
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　　　　　図１ システム開発環境MTA-SDKの構造

　現在のシステム開発環境MTA-SDKはextPrologで構築されています．上図の拡張子.pがついたファイルは，すべてextPrologで実行できるものです．意思決定支援システムactDSSは，オフィス向けソフトの集合体です．今回のMTA-SDKは，それらの部品を，部分的に利用しながら作成しております．

　extPrologの実行可能ファイル名はxsheetです（まぎらわしいですが，Xプロジェクトのxsheetとは別のものです）．extPrologを起動すると，Dialogウインドウが開き，システム開発環境になります．

　現在の仕様では，自動的にsetcompiler.pが起動し，プロンプトX>が表示されます．ここでCAST言語で書かれたユーザモデルのファイル名（拡張子.set）を入力すると，extProlog で動作するシステム（ファイルの拡張子は.p）に変換されます．一般的ではありませんが，これを「コンパイルする」と言っています．

　コンパイルのとき同時に，構築したいものが問題解決システムなら，ユーザモデルに標準問題解決エンジンstdPDsolver.pが付加されます．つまりエンジン付きのシステムとなります．そして実行します．

　あるいは，構築したいものが業務処理システムなら，ユーザモデルを管理するstdDPS(UI.pが付加されます．現在の仕様では，付加されたままでは動きません．なぜなら，WWWサーバと連動するからです．MTA-SDKではapacheを利用できるように，標準ホームページstdUI.phpを別途添付しています．インターネットを通じてstdUI.phpにアクセスし，コンパイルされたシステム(.p)を動かす仕様にしています．

２．残された課題

方向１）標準的な言語の使用

　現在はextPrologという言語を使って，システム開発環境を構築しています．これは経営情報システムの開発に適するように拡張したProlog言語です．人工知能とはとくに関係ありません．しかしながら，独自に作ったものだから，標準的なProlog言語と互換性がありません．extPrologを使わない方向が考えられます．たとえば，定評ある標準的なProlog言語に置き換えることができるかもしれません．この方向なら，背景資料＞マニュアル第２版が役立つはずです．

　事務用ならSpreadSheetやGraph作成ソフトは必要でしょう．しかし，システム開発には，あまり大げさな多機能のオフィスソフトは必要ないと思われます．現在のMTA-SDKは，これらをextProlog で書いてます．たとえば，刻々と変化する数値のグラフを表示したりするために使用しています．したがって，標準的なProlog言語あるいは類似の言語で，入出力ウインドウを作ったり，時系列グラフを表示したりできるなら，そして早いなら，置き換えてみるのも一つの方向かもしれません．

　現在は，unix上でシステム開発環境MTA-SDKが動いています．FedoraCoreとBSD系のMac OS Xで動作確認しました．しかしながらシェアの大きなMicrosoft社のWindows上では動きません．もしも，extPrologを標準的なPrologに置き換えることができたら，Windowsでも使えることになります．

方向２）新しい言語による環境構築

　要するにCAST言語で書かれたモデルを，そのまま実行するか，別の言語に変換して実行できればいいのです．Prolog系でない言語を利用して，システム開発環境を構築することも可能かもしれませんし，新たな言語を作ることも方向かもしれません．

方向３）setcompiler.p
　昨今の計算機の能力が向上した結果，現在のMTA-SDKで作成した業務処理システムでは，２００室ホテルの予約システム（基本機能）にひとりでアクセスし操作しても，見た目に違和感なく動く程度には早いです．電話予約対応には使えます．しかし，数百人（ひょっとしたら数十人でも）の同時アクセスには，とても耐えられません．今のMTA-SDKリリース061012のレベルでは，「社内LANの内側だけで日常的に使用する個人業務あるいは少数グループ作業向けシステムの開発」くらいができる程度ということです．

　setcompilerは，CAST言語で書かれたユーザモデルを，extProlog（インタプリタ）で実行可能なシステムに変換（翻訳）します．したがって，処理速度の向上にむけて，機械語へのコンパイルを目指すという方向も考えられます．

　本日頭に浮かんだアイデアはこれくらいです．
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